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ニアとなった（久須美 2016: 94; ビクターエンタテインメント公式ホームページ）。 
















や芝居の仕事を続けた。1969 年には『エディの素敵なパパ』（原題 The Courtship of Eddie’s 
Father）というテレビドラマにレギュラー出演し、ミセス・リビングストンというハウス・
キーパーの役を演じた。ナンシーはこのドラマの出資者の一人となり発言権まで持ってい
たが、3 シーズン続いたこのドラマが終了した 1972 年、芸能界から引退をしている（久須
美 2016: 94; 片岡 2014: 91-93; 俣野 2015: 71, 78）。 
 ナンシーの幼少期について、小学校時代の友人は、当時聞いたこともないにぎやかな歌
を口ずさむ彼女を「モダンな子だった」（『北海道新聞』2007 年 9 月 7 日）(2)と評している。
またナンシー自身も幼い頃を回想し、「わけても外国映画がとても好きで、映画を見ては外
国に夢を追っていました。」（『週刊東京』1959 年 9 月 26 日）(3)と述べ、映画を通してアメ
リカを夢見たと言うほど、自他ともに認めるモダンで、外国、特にアメリカ好きな子供で
あった。芸能界を引退した後もアメリカに住み続け、晩年は養子に迎えた息子や孫と暮ら






















いるといえる（Ono and Pham 2009: 68; 村上 1993: 158）。 
 第二次世界大戦後、『サヨナラ』のように、異人種間の恋愛を描く映画、特にアジアをテ
ーマにした作品が多く作られるようになったが、これには日本とアメリカの関係が敵国か





































（Hall 1997: 269-272, 348）。ナンシーの表象を分析することによって、彼女に課せられた社
会的なイデオロギーやそれに対する抵抗を浮かび上がらせることができると考えられる。 














ておきたい。上京から 2 年後の 1950 年、ナンシーのジャズ界での人気が徐々に上がり始め


















 その他、『アサヒグラフ』（1950 年 10 月 18 日）(5)と『家庭よみうり』（1953 年 8 月 11 日）(6)
では、女性のジャズ・シンガーたちの短いプロフィールを紹介する記事が特集されており、
その中でナンシーも取り上げられている。また、『映画と演芸』（1954 年 3 月）(7)では、ファ
ンの行動や辛口の批評に困惑しながらも、感謝の気持ちを抱いているというナンシーのイン
タビュー記事が掲載されている。発見できた記事の本数が少ないため、渡米前の表象の傾向























































1956 年 4 月）(12)、「これからもずーっと米国で誕生日を迎えることを望みます。何故なら貴
女は我々の最も親しい友達であり、日米親善の上に最大の役割を果たす人だからです」





を発表したいと思って居ります。」（『ミュージック・ライフ』1956 年 10 月）(14)と述べたり、
親交のある著名なアメリカ人歌手の名をいくつか挙げて、「そんな人達と一緒に帰る事が出
来たらどんなに素晴らしいだろうと思っていますが、さて可能性と云いますか受入態制は































































































「ナンシー梅木が獲得 アカデミー女優助演賞」（『朝日新聞』1958 年 3 月 27 日）(21)、「時
の人 アカデミー最優秀助演女優賞を受賞したナンシー梅木」（『毎日新聞』1958 年 3 月 28
日）(22)などの見出しを付けて速報を流し、雑誌も「初のオスカー賞に輝くナンシー梅木」
（『週刊娯楽よみうり』1958 年 4 月 11 日）(23)、「日本人で初めてアカデミー賞受賞のナンシ
















































たアカデミー賞 女優助演賞に輝くナンシー梅木」（『サンデー毎日』1958 年 4 月 13 日）(28)、
「アカデミイー賞に輝くナンシー梅木 私はラッキー・ガール」（『読切倶楽部』1958 年 6
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しく付き合う姿に日本人男性は深く傷つき、憎悪したとの指摘がある（井桁 2005: 86-93）。 






































ロッパへ行って考えましょう。」（『放送朝日』1957 年 3 月）(33)と答えている。また、アメリ
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カでばかり仕事をするナンシーに、日本を捨てたのではないかという批判が上がっている
ことに対しては、「私は仕事の場を日本だ、外国だと限らずに広くみてどこででもいいか













─  ─ 129 
<注一覧> 
(1) ナンシーという名前については、彼女がアメリカの漫画『ナンシー』に似ていることから軍曹
によって名付けられたという（「降ってきたアカデミー賞」『サンデー毎日』1958 年 4 月 13 日, 
30.）。 
(2) 「オスカー女優 古里万感 小樽出身・ナンシー梅木さん死去」『北海道新聞』（小樽・後志版）2007
年 9 月 7 日朝刊. 
(3) 「故郷恋うナンシー梅木 オビ氏と幸福な生活」『週刊東京』1959 年 9 月 26 日, 57. 
(4) 「女性シンガーの新星 ナンシー梅木」『スイング・ジャーナル』1950 年 1 月, 18-19. 
(5) 「ジャズシンガー告知板」『アサヒグラフ』1950 年 10 月, 16-17. 
(6) 「私の顔 ジャズ」『家庭よみうり』1953 年 8 月 11 日, 10-11. 
(7) 「お客さまたち」『映画と演芸』1954 年 3 月陽春増大号, 34. 
(8) 「ナンシー梅木にきく ジャズシンガーに 20 の質問 その生活と意見」『ミュージック・ライフ』
1955 年 9 月, 46-47. 
(9) 「ナンシー梅木 ユニヴァーサル映画に出演 渡米した彼女から第 1,2 信」『スイング・ジャー
ナル』1956 年 1 月, 27. 
(10) 「アメリカよりナンシー梅木さんからのお便り」『ミュージック・ライフ』1956 年 7 月, 39. 
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からのお便り」『ミュージック・ライフ』（1957 年 1 月, 23）には、サックス奏者のスタン・ゲ
ッツ、ジャズ・ピアニストのジョージ・シアリング、エロール・ガーナーと共に収まった写真
が載せられている。 
(12) 「アメリカよりナンシー梅木さんからのお便り」『ミュージック・ライフ』1956 年 4 月, 31. 
(13) 「アメリカよりナンシー梅木さんからのお便り」『ミュージック・ライフ』1956 年 7 月, 39. 
(14) 「アメリカよりナンシー梅木さんからのお便り」『ミュージック・ライフ』1956 年 10 月,24. 
(15) 「アメリカよりナンシー梅木さんからのお便り」『ミュージック・ライフ』1957 年 1 月, 25. 
(16) 「私は発見した “女シナトラ”ナンシー・梅木」『週刊東京』1958 年 4 月 12 日, 58.、「ジャズ界
のパイオニア ナンシー梅木とペギー葉山」『旬刊ラジオ東京』1957 年 2 月 11 日, 43. 
(17)  (8)に同じ 
(18) 「行儀のなおったナンシー梅木－旅はよき人間をつくる－」『週刊新潮』1957 年 1 月 21 日, 15. 
(19) 「返り咲くかナンシー・梅木 「サヨナラ」ロケで帰国」『週刊東京』1957 年 1 月 19 日, 58-59. 
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(23) 「初のオスカー賞に輝くナンシー梅木」『週刊娯楽よみうり』1958 年 4 月 11 日, 21. 
(24) 「話題の女性 日本人で初めてアカデミー賞受賞のナンシー梅木さん」『婦人生活』1958 年 5 月, 
151. 
(25) 「7 人のはやりっ児 ナンシー・梅木」『映画と演芸』1958 年 6 月, 20. 
(26) 「セ・ラ・ビー 棚からオスカー」『婦人朝日』1958 年 6 月, 57. 
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(29) 「アカデミイー賞に輝くナンシー梅木 私はラッキー・ガール」『読切倶楽部』1958 年 6 月, 
238-239. 
(30) 「ナンシー梅木はツイてる「どうにかなるわ」と言っていた彼女の言葉が本当になった」『文藝
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(33) 「ラジオ テレビ クラブ アメリカのステージに立って ナンシー・梅木」『放送朝日』1957
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